アトピー性皮膚炎の皮疹部表皮では、ケラチン1、ケラチン10、デスモグレイン1、デスモコリン1の発現が、インターロイキン4やインターロイキン13によって抑制されている可能性がある by 戸塚,　亜美
Twinkle:Tokyo Women's Medical University - Information & Knowledge Database. 
http://ir.twmu.ac.jp/dspace/
Title
Expressions of keratin 1, keratin 10, desmoglein 1, and
desmocollin 1 in the epidermis are possibly downregulated by
interleukin-4 and interleukin-13 in atopic dermatitis
Author(s)戸塚,　亜美
Journal2016
URL http://hdl.handle.net/10470/31550
主論文の要約 
 
Expressions of keratin 1, keratin 10, desmoglein 1, and desmocollin 1 in the epidermis are 
possibly downregulated by interleukin-4 and interleukin-13 in atopic dermatitis 
（アトピー性皮膚炎の皮疹部表皮では、ケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイン 1、デスモコリ
ン1の発現が、インターロイキン4やインターロイキン13によって抑制されている可能性がある） 
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【目 的】 
  アトピー性皮膚炎の病態には、バリア機能障害と Th2 型炎症が関与しているとされている。
表皮の角質層や顆粒層のバリア機能異常はよく研究されているが、より下層にある有棘層以下の表
皮の変化についてはほとんど調べられていない。そこで、今回の研究では、アトピー性皮膚炎皮疹
部の有棘層における表皮の変化について調べることを目的とした。アトピー性皮膚炎皮疹部におけ
る有棘層の構造タンパクであるケラチン 1、ケラチン 10 と接着分子であるデスモグレイン 1、デ
スモコリン 1の発現と、Th2サイトカインがこれらのタンパクの発現に及ぼす影響を調べた。 
【対象および方法】 
重症アトピー性皮膚炎患者と健常者の上肢から皮膚を採取し、凍結切片を作成した。ケラチン
1、ケラチン 10、デスモグレイン 1、デスモコリン 1に対する一次抗体を添加し、蛍光標識した二
次抗体により可視化し、蛍光顕微鏡で観察した。さらに、採取した皮膚よりタンパクを抽出し、ウ
ェスタンブロット法によりケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイン 1、デスモコリン 1の発現量
を観察した。また、IL-4 または IL-13 を培養ヒト表皮角化細胞に添加し、ウェスタンブロット法
でケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイン 1、デスモコリン 1の発現量を調べた。 
【結 果】 
蛍光免疫組織染色では、アトピー性皮膚炎皮疹部のケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイ
ン 1、デスモコリン 1の発現は、健常者皮膚に比較して減少していた。ウェスタンブロット法でも、
同様であった。また、IL-4 または IL-13 添加により、表皮角化細胞におけるこれらのタンパクの
発現は減少した。 
【考 察】 
  アトピー性皮膚炎皮疹部では、ケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイン 1、デスモコリン 1
の発現が減少しており、表皮細胞同士の接着の脆弱化を生じ、バリア機能低下の一因となっている
ことが示唆された。また、アトピー性皮膚炎皮疹部では Th2 優位の免疫反応であるが、Th2 サイ
トカインである IL-4と IL-13により表皮角化細胞でのケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイン
1、デスモコリン 1の発現が抑制されたことから、アトピー性皮膚炎皮疹部では、Th2サイトカイ
ンによりこれらのタンパクの発現が低下していると考えた。 
【結 論】 
アトピー性皮膚炎では、Th2サイトカインの働きにより有棘層での構造タンパクと接着分子の
異常を生じ、バリア機能の低下がもたらされ、皮膚炎発症の一因となっている可能性が示された。 
